
①活動一覧

継続 語学教育の在り方検討WG
5月 教育改革支援プログラム（学内ＧＰ）
6月 大学教育学会ラウンドテーブル「理系基礎教育」

新入生TOEIC-IPテストの試行
7月 ジンポジウム「世界に通用する理系基礎教育」
9月 「化学プロジェクト」（～2月）

10月 ディスカッション・ミーティング「理系基礎教
育とＴＡ研修」
講演会「工学修士課程イニシアティブ－大学院
の改革」
講演会「教育改革支援プログラム（学内ＧＰ）

11月 大学教育学会課題研究集会「学士課程教育にお
ける理系基礎教育」の企画・実行

1月 教養教育研究会
2月 放送大学聴講生募集

センター・セミナ「高等教育研究の回顧と展望」

②平成19年度活動計画
・学内ＧＰ
・語学教育改革支援
・TOEICの本格実施
・大学教育学会年次大会
・専門基礎教育研究会
・教養教育研究会
・放送大学試行

③専任教員活動状況

小笠原正明教授

(1)著作・論文
加藤晃一，小林幸雄，小笠原正明「北海道の縄文遺跡か

ら出土した漆塗膜片のマイクロ構造」『考古学と自然
科学』53号，11-22（2006），査読有．

加藤晃一，干谷洋平，斎藤 健，小笠原正明「擦文遺跡
から出土したガラス玉」『考古学と自然科学』53号，
23-35（2006），査読有．

西森敏之，小笠原正明，細川敏幸，山岸みどり，鈴木誠，
池田文人「単位の実質化を目指す授業の設計－平成17
年度北海道大学教育ワークショップ報告－」，『高等教
育ジャーナル－高等教育と生涯学習－』14号，183-
197（2006），査読有．

小笠原正明「大学基礎教育カリキュラムの再構築と授業
開発」，『高等教育研究叢書88 日中高等教育新時代』，
227-234（2006），査読有．

小笠原正明「センターの10年」，『高等教育ジャーナル－
高等教育と生涯学習－』14号，1-10（2006），査読無．

小笠原正明，西森敏之，瀬名波栄潤『TA実践ガイドブ
ック』，東信堂（東京）(2006)，査読無．

(2)発表
Masaaki Ogasawara, “Chemical Analysis to Search for Origin of

Amber and Bitumen Excavated from Arhaeological Sites in
Northern Japan”, 36 th International Symposium on
Archaeometry, May2006, QuebecCity, Canada.

小笠原正明，加藤晃一「礼文島船泊遺跡，千歳市キウス
４遺跡から出土した天然アスファルトの産地同定」，
日本文化財科学会第23回大会，2006年6月，東京．

(3)講演
「専門基礎教育の現状と課題－特に『単位の実質化』を

めぐって」，平成17年度北海道工学教育協会研究集会，
2006年3月16日，苫小牧．

「センターの10年」，平成17年度北海道大学高等教育機能
開発総合センター研究発表会，2006年3月23日，札幌．

「ミニレクチャー：理工系大学におけるＦＤ活動につい
て」，東京農工大学工学部，2006年5月17日．

「ＧＰＡ・上限設定に伴う諸問題－フェアな成績評価の
ために」，東京学芸大学ＦＤ研修会，2006年6月14日．

「ミニレクチャー：授業アンケートで分かること，分か
らないこと」，東京農工大学農学部，2006年9月13日．

「大学の教員になるということ」，2006年度東京農工大学
着任教員対象の教員研修会，東京農工大学，2006年9
月19日．

「大学教育における成績評価のあり方」，平成18年度第２
回名古屋大学全学教育科目担当教員ＦＤ，2006年9月
26日．

「研究大学におけるティーチングアシスタントの役割」，
名古屋大学高等教育研究センター第34回客員教授セミ
ナー，2006年9月28日．

「琥珀と装身具と続縄文文化」，札幌大学考古学講座：
「ものの動きから探る先史時代の世界－考古学と自然
科学のまじわり，2006年10月26日

「ミニレクチャー：授業アンケートから何が分かるか」，
東京農工大学工学部，2006年11月8日．
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「専門職としての大学職員」，東京農工大学職員研修会，
2006年11月17日．

「パネルディスカッション」，平成18年度「特色ある大学
教育支援プログラム」シンポジウム，福岡，2006年
12月12日．

「佐藤昌介とその時代」，平成18年度盛岡先人記念館シリ
ーズ講座，2007年1月20日．

(4)担当授業
なし

(5)学内委員会
大学教育委員会委員
全学計画評価委員会教育部会
教育プログラムＷＧ委員
大学教育センター運営委員会

(6)学外活動
大学設置・学校法人審議会特別委員（大学設置分科会）
特色ある大学教育支援プログラム（特色ＧＰ）実施委
員会委員および小委員会委員
同総合評価部会及び審査部会委員
北海道大学高等教育機能開発総合センター研究員
北海道大学総合博物館研究員
名古屋大学客員教授
筑波大学特任教授
大学教育学会常任理事
高等教育学会理事

(7)獲得研究費・研究グループ等
基盤研究Ｂ「大学における初習理科の授業モデルと評
価モデルの開発」（代表者：小笠原正明）
基盤研究Ａ「技術者倫理教育のコンテンツ開発と地
域・企業連携システムの設計」（代表者：新田孝彦）

吉永契一郎助教授

(1)著作・論文
「プレゼンティズムの陥穽」，『新島研究』，第97号，337-

343頁．
「書評JohnA. Centra著『Reflective Faculty Evaluation』」，広島

大学高等教育研究開発センター，34-41頁．
「『大学教育に関する意識調査』結果報告と解析」，『大学

教育ジャーナル』，第2号，11-21頁．
「教養教育・基礎教育としての自然科学」，『大学教育学

会誌』，第28巻，第2号，63-64頁．
「パデュー大学工学部における初年次教育」，『大学教育

学会誌』，第28巻，第2号，90-94頁，査読有．

(2)発表
「アメリカの大学院教育」，第8回センター・セミナー
「アメリカにおける大学院教育の課題」，高等教育学会，

6月．
「アメリカ州立大学における初年次教育と一括募集」，大

学教育学会，6月．
「アメリカ州立大学において教育力を担保するための仕

組み」，シンポジウム，7月．

(3)講演
なし

(4)担当授業
前期 「共生持続社会学」農学府
後期 「比較文化論」工学部教養科目

(5)学内委員会
大学教育委員会
大学教育センター運営委員会

(6)学外活動
非常勤講師 国際基督教大学 秋学期 「西欧教育の
伝統」
客員研究員 金沢大学教育開発・支援センター
大学教育学会関東支部幹事

(7)獲得研究費・研究グループ等
基盤研究Ｂ「大学における初習理科の授業モデルと評
価モデルの開発」（代表者 小笠原正明）
基盤研究Ａ「21世紀型アカデミック・プロフェッショ
ン構築の国際比較」（代表者 有本章）
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